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 美作原水協（代表理事・下野真氏 高教組）は６月１６日 午後５

時から市内商店街 津山中央郵便局前で恒例の６・９行動をおこない

ました。あいにくの雨でしたが美作原水協参加の高教組、民商、新婦

人、人権連、津山医療生協、平和委員会から９名が参加。下野代表が

「福島原発事故で放射能の恐ろしさがあらためてわかりました。自然

エメルギーへの転換と核兵器廃絶を」と訴えました。１時間の行動で

７２筆の署名がよせられました。 

美作原水協は６月１６日、午後６時半よ

り市内中央会館で２０１１年度総会を開

きました。総会には加盟７団体から１２名

が出席しました。 
総会ではこの１年間毎月６・９行動を欠

かさず続けてきたこと、そののべ参加者数

は８２名で、集めた署名は７５５筆と報告

されました。会議では当面する平和行進の取り組みについて議論し、

「美作原水協網の目行進」として７月２０日~２３日美作地域で４つ

のコースで実施、それぞれ担当者と分担を確認しました。 
また世界大会参加については広島大会にマイクロバス１台（２０

人）、長崎大会に１名を送ろうと意思統一されました。 

 「私の病気の原因は原爆だと認めてください」と訴える

川中優子さんの控訴審第２回口頭弁論が６月１４日広島高

裁岡山支所で行われました。昨年６月１６日、岡山地裁で

の「却下」判決から１年、高裁での闘いも１年が経過しま

した。この日は川中さんを応援をする沢田昭二名大名誉教

授の意見書を近藤弁護士が説明。沢田氏は「川中さんの住

んでいた仁保地域は黒い雨が降ったこと、放射線微粒子を

呼吸と飲食で体内に摂取し、下痢症状を発症」と訴えまし

た。また、上野陽里京大名誉教授の意見書を杉山弁護士が

説明。上野氏は「現在の医学的知見に照らせば、川中さん

の現状と原爆症の関係は否定できない、原爆症と認定すべ

き」と訴えました。 
 川中さん側は、沢田先生、郷地先生の証人採用を主張。

次回は９月１３日に沢田、上野意見に対する国側の反論と

承認採用の可否をめぐり論争されます。 


